
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧場だより第 4 弾！ 
～(有)哲多和牛牧場ってこんなとこです☆～ 

良い牛を育てるには小さい頃からの飼育が大事！ 
今回は、哺育・育成部門～第 1 農場～ についてご紹介します♪ 

生産者からの Message 
 
哺育・育成部門は、生後 4 日から 

9 か月まで肥育素牛を育てます。 

今年は子牛約 300 頭の受け入れ予定 
です。 

 哺育は 1 頭ずつの個体管理で 4か

月、育成は 3～5 頭の群飼で 5 か

月、最高の飼育環境の中で、衛生・

栄養管理を徹底し、3 名のスタッフ

を中心に抜群のチームワークと心の

こもった作業の中ですくすくと育

ち、9 か月頃には体重が約 300 ㎏ま

で成長します。 

しっかりとミルクを与え、丈夫な 

子牛を育てています☆ 
 
 

哺育・育成部門  

課長：三村 博孝 

可愛らしい、ログハウスのお家も♡ 

生後約 30 日～120 日間☆ 

哺育・育成部門は、生後 4 日を過ぎた子牛たちがお母さん牛と離れ、これから肥育牛として
育つために必要な『丈夫な胃袋と体づくり』の準備をするため、徹底した衛生・栄養・飼育管理を
しながら生後 9 か月まで子牛を育てるというとても重要な役割を担っています。 

またこの期間中に、オス牛は去勢が行われ、メス牛は今後のお母さん候補牛として育てるか、
それとも肥育牛として育てるのかを個別に選別されます。 

こうして選別・準備された子牛たちをより良い肥育候補牛として飼育することに特化した、 
こまめな配慮と『いつもと違う…』小さな変化・気づきが特に必要とされる専門チームなのです。 
  

田辺美恵子 藤田八千代・佐々木京子 

ミルクを飲みながら、 
乾草も食べはじめ、 
離乳の準備をします☆ 

生後 110 日ぐらいまで 
ミルクも飲みます☆ 

生後約 120 日からは 3～5 頭ずつの 
群で飼育されるようになります☆ 

たくさんエサを食べる子牛たち！ 
1 日分のエサやりもとても大変です(・_・;) 

お母さん代わりの女性スタッフが大活躍♪ 
子牛 1 頭 1 頭の体調に合ったミルク・エサを与え、 
栄養＆衛生管理に努めています☆ 

川井 俊幸 三村 博孝 

子牛たちのために、キレイな衛生環境と栄養管理を 
心がけ、大切に育てていきます☆ 


